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日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
』
第
179
号
「
科
学
技
術
と
現
代
国
際
関
係
」（
二
○
一
五
年
二
月
）

軍
事
技
術
の
同
盟
国
へ
の
拡
散

―
英
国
と
日
本
に
よ
る
米
軍
の
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
模
倣

―宮　

岡　
　
　

勲

は 

じ 

め 

に

産
業
革
命
が
昔
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
情
報
革
命
が
戦
争
の
形
態
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
）
1
（
る
。
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
は
、
当
時
、
米
国
の
国
防

長
官
で
あ
っ
た
チ
ェ
イ
ニ
ー（D

ick C
h

en
ey

）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「『
軍
事

技
術
革
命
』
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
が
出
現
す
る
可
能
性
を
劇
的
に
示
し
た
」

出
来
事
で
あ
っ
）
2
（
た
。
イ
ラ
ク
軍
に
対
す
る
米
軍
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
軍
の
圧

倒
的
な
勝
利
に
お
い
て
、
情
報
技
術
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

情
報
技
術
は
、
米
軍
が
い
う
「
諸
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
」
を
支
え

て
い
た
。
諸
シ
ス
テ
ム
と
は
、「
見
る
」
た
め
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
監
視
・

偵
察
（
Ｉ
Ｓ
Ｒ
）、「
伝
え
る
」
た
め
の
指
揮
・
統
制
・
通
信
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
Ｃ
４
Ｉ
）、
お
よ
び
「
行
動
す
る
」
た
め
の
精
密

誘
導
兵
器
の
三
つ
で
あ
）
3
（
る
。
三
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
で
中
心
と
な
る
Ｃ
４
Ｉ

は
、
人
体
に
例
え
れ
ば
脳
と
神
経
と
言
え
る
。
指
揮
（com

m
an

d

）
と
統
制

（con
trol

）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
部
隊
を
動
か
す
た
め
の
命
令
と
、
そ
れ
を
補
足

す
る
指
示
の
こ
と
で
あ
る
。
通
信
（com

m
u

n
ication

s

）
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

は
、
指
揮
統
制
お
よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｒ
を
下
支
え
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
電
算
シ
ス
テ

ム
を
指
し
て
い
）
4
（
る
。
Ｃ
４
Ｉ
に
Ｉ
Ｓ
Ｒ
を
加
え
た
Ｃ
４
Ｉ
Ｓ
Ｒ
は
、
情
報
シ
ス

テ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
）
5
（
る
。

湾
岸
戦
争
後
、
米
国
は
、
陸
軍
・
海
軍
・
空
軍
・
海
兵
隊
と
い
っ
た
軍
種
間

に
お
い
て
相
互
運
用
可
能
な
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
九
九
年
の
コ
ソ
ボ
空
爆
、
〇
一
年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
、
お
よ

び
〇
三
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
（
と
く
に
初
期
の
主
要
な
戦
闘
）
に
お
い
て
、
米
軍

の
圧
倒
的
な
戦
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
情
報
技
術
の
軍
事
シ
ス
テ
ム
へ
の

適
用
は
、
国
際
政
治
に
お
け
る
米
国
の
卓
越
し
た
地
位
を
維
持
す
る
の
に
貢
献

し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
代
表
的
な
ネ
オ
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
ウ
ォ
ル
ツ
（K

en
n

eth
 

W
altz

）
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
米
国
も
こ
れ
で
安
泰
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
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い
。
彼
は
、
代
表
作
『
国
際
政
治
の
理
論
』（
原
書
七
九
年
）
の
中
で
、
自
ら
の

勢
力
均
衡
理
論
か
ら
、
国
家
は
他
国
の
成
功
し
た
政
策
を
模
倣
（em

u
lation

）

す
る
と
の
予
測
を
導
い
て
い
る
。

軍
事
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
紛
争
の
可
能
性
は
、
軍
事
技
術
や
軍
事
手
段

に
お
け
る
競
争
を
導
く
。
こ
の
た
め
、
競
争
は
競
争
者
を
同
一
な
も
の
に

向
か
わ
せ
る
傾
向
を
生
む
。（
略
）
競
合
す
る
国
家
は
、
最
大
の
能
力
と
発

明
力
を
も
っ
た
国
が
考
案
し
た
軍
事
革
新
を
模
倣
す
る
た
め
、
主
要
な
競

合
国
の
武
器
や
さ
ら
に
は
世
界
戦
略
ま
で
が
世
界
中
で
ほ
と
ん
ど
同
じ
も

の
に
な
っ
て
い
）
6
（
く
。

今
後
、
米
国
の
軍
事
シ
ス
テ
ム
が
国
際
的
に
拡
散
し
て
い
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、

大
国
間
の
勢
力
均
衡
や
国
際
秩
序
の
安
定
性
、
そ
し
て
米
国
の
地
位
や
戦
略
と

い
っ
た
国
際
政
治
上
の
重
要
な
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら

れ
）
7
（
る
。

レ
ゼ
ン
デ
・
サ
ン
ト
ス
（Joã o R

esen
de-S

an
tos

）
は
、
ウ
ォ
ル
ツ
の
基

本
的
な
仮
定
に
基
づ
く
「
模
倣
の
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
理
論
」
を
発
展
さ
せ
）
8
（
た
。

こ
の
理
論
の
主
張
で
注
目
し
た
い
点
が
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
軍
事
的
模
倣
の
程

度
（
時
期
・
速
度
・
規
模
）
は
、
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
に
お
け
る
脅
威
の
レ

ベ
ル
（
競
争
の
強
度
）
の
変
化
に
よ
り
変
動
す
る
と
の
点
で
あ
る
。
次
に
、
他

国
の
能
力
に
依
存
す
る
同
盟
形
成
（
対
外
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
）
の
選
択
肢
が
可

能
な
場
合
は
、
自
国
に
対
す
る
脅
威
の
認
識
が
低
下
し
て
、
軍
事
的
模
倣
の
程

度
が
弱
ま
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
国
の
模
倣
は
、
自
国
に

よ
る
革
新
と
と
も
に
自
国
の
能
力
に
依
存
す
る
軍
備
増
強
（
対
内
的
バ
ラ
ン
シ

ン
グ
）
の
一
形
態
と
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
に
お
け
る
脅
威
の
レ
ベ
ル
は
、
本
当
に
模

倣
の
決
定
的
な
要
因
な
の
だ
ろ
う
か
。
軍
事
的
模
倣
の
程
度
は
、
脅
威
の
レ
ベ

ル
に
差
が
あ
る
地
域
間
で
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
盟
の
形
成
・
強
化

の
た
め
に
軍
事
的
模
倣
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
設

問
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
軍
事
的
な
技
術
や
ア
イ
デ
ィ
ア
の
国
家
間
で
の

拡
）
9
（
散
、
と
く
に
ま
だ
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
情
報
軍
事
革
命
の

拡
）
10
（
散
に
関
す
る
研
究
へ
理
論
的
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
は
、
米
軍
の
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
同
盟
国
へ
の
拡
散
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
レ
ゼ
ン
デ
・
サ
ン
ト
ス
の
主
張
に
対
し
て
反
論
を
行
お
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
次
の
二
つ
の
基
準
か
ら
、
同
盟
国
の
中
で
も
と
く
に
英
国
と
日

本
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
に
お
け
る
脅
威
の

レ
ベ
ル
が
異
な
る
地
域
（
欧
州
と
ア
ジ
ア
）
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
軍

隊
の
規
模
と
予
算
が
同
程
度
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
〇
三
年
度
の
時
点
で
言
え 

ば
、
お
よ
そ
正
規
軍
は
英
国
二
一
万
人
、
日
本
二
四
万
人
（
米
国
一
四
三
万

人
）、
ま
た
、
国
防
費
は
英
国
六
兆
四
千
億
円
、
日
本
四
兆
九
千
億
円
（
米
国

五
四
兆
二
千
億
円
）
で
あ
っ
）
11
（
た
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
冷
戦
後
に
お
け
る
米
国
、
英
国
、
お
よ
び
日
本

の
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
状
況
を
記
述
す
る
。
次
に
、
米
国
か
ら
他
の
二

国
へ
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
が
拡
散
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
拡
散

と
は
似
て
い
る
が
異
な
る
概
念
で
あ
る
模
倣
を
分
析
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
提

示
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
分
析
枠
組
み
に
従
い
、
米
軍
シ
ス
テ
ム
の
英
国
と
日

本
に
よ
る
模
倣
を
よ
り
詳
し
く
考
察
す
る
。
最
後
に
、
本
稿
の
結
論
や
そ
の
一

般
化
（
外
的
妥
当
性
）
の
問
題
を
述
べ
た
う
え
で
、
日
英
間
の
相
違
へ
の
着
目
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と
い
う
今
後
の
研
究
課
題
を
示
し
て
お
く
。

一
　
米
英
日
に
お
け
る
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム

(1)
　
米
国
に
お
け
る
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

九
二
年
九
月
の
防
衛
管
理
報
告
決
定
九
一
八
に
よ
り
、
米
軍
全
体
の
新
し
い

Ｃ
４
Ｉ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
国
防
情
報
基
盤
（
Ｄ
Ｉ
Ｉ
）
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
Ｄ
Ｉ
Ｉ
と
は
、「
国
防
総
省
の
す
べ
て
の
情
報
シ
ス
テ
ム
（
移
動
式
・

固
定
式
）
を
全
世
界
的
に
統
合
し
た
も
の
で
、
セ
ン
サ
ー
、
デ
ー
タ
入
力
装
置
、

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
資
源
、
施
設
、
そ
れ
に
、
国
防
総
省
に

お
い
て
情
報
の
保
護
・
収
集
・
生
成
・
保
管
・
表
示
・
拡
散
を
行
う
作
戦
・
支

援
要
員
を
含
む
」
も
の
で
あ
っ
）
12
（
た
。
九
八
年
三
月
の
Ｄ
Ｉ
Ｉ
全
体
計
画
に
よ
る

と
、
Ｄ
Ｉ
Ｉ
を
構
成
し
て
い
た
の
は
、
①
共
通
の
方
針
や
標
準
な
ど
の
基
礎
的

活
動
、
②
国
防
情
報
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
通
信
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

基
盤
、
③
標
準
化
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
共
通
運
用
環
境
（
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）

な
ど
の
共
通
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
お
よ
び
④
グ
ロ
ー
バ
ル
指
揮
統
制
シ
ス
テ

ム
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
な
ど
の
機
能
分
野
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
）
13
（
た
。
国
防
総

省
の
情
報
構
造
で
あ
っ
た
Ｄ
Ｉ
Ｉ
は
、
九
九
年
に
な
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
情
報
グ

リ
ッ
ド
（
Ｇ
Ｉ
Ｇ
）
と
い
う
概
念
に
拡
大
・
再
編
さ
れ
）
14
（
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
は
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
全

世
界
軍
事
指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム
（
Ｗ
Ｗ
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
の
機
能
を
移
植
さ
れ
て
、

九
六
年
八
月
に
運
用
開
始
さ
れ
）
15
（
た
。
国
防
総
省
の
用
語
辞
典
は
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を

「
互
換
性
が
あ
り
相
互
運
用
可
能
な
統
合
通
信
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
、
広
範
な

軍
事
作
戦
に
わ
た
る
統
合
・
多
国
間
作
戦
の
た
め
の
部
隊
を
支
援
す
る
緊
急
展

開
可
能
な
指
揮
統
制
シ
ス
テ
）
16
（
ム
」
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

上
は
大
統
領
や
国
防
長
官
（
最
高
指
揮
権
限
保
有
者
）
か
ら
下
は
前
線
の
部
隊

ま
で
、
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
の
指
揮
官
を
世
界
的
に
連
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
と
く
に
、
戦
闘
空
間
の
状
況
を
示
す
共
通
作
戦
状
況
図
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
）
を
初
め
て
統
合
軍
司
令
官
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
特
筆
に

値
す
）
17
（
る
。

(2)
　
英
国
に
お
け
る
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

英
国
の
国
防
省
は
、
冷
戦
終
結
後
に
お
い
て
初
め
て
と
な
る
本
格
的
な
国
防

政
策
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
『
戦
略
防
衛
見
直
し
（
Ｓ
Ｄ

Ｒ
）』
を
九
八
年
七
月
に
議
会
に
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
将
来
の
戦
闘
能

力
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
、
情
報
収
集
能
力
と
と
も
に
指
揮
・
統
制
・
通
信

能
力
（
Ｃ
３
）
の
重
要
性
を
真
っ
先
に
強
調
し
て
い
た
。
ま
た
、
セ
ン
サ
ー
、

兵
器
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
お
よ
び
兵
站
の
統
合
が
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の

中
心
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
そ
の
極
め
て
重
大
な
要
素

と
し
て
、
統
合
指
揮
シ
ス
テ
ム
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
）
の
更
な
る
発

展
に
言
及
し
）
18
（
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
と
は
、
単
一
の
指
揮
・
統
制
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
Ｃ
２
Ｉ
）

シ
ス
テ
ム
の
設
立
を
目
指
し
て
、
国
防
省
が
九
五
年
に
開
始
し
て
い
た
事
業
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
九
九
年
に
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
の
下
で
開
発
さ
れ
た
統
合

作
戦
指
揮
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
）
の
運
用
が
開
始
さ
れ
）
19
（
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
常
設
統
合
司
令
部
は
、
統
合
軍
司
令
部
や
統
合
緊
急
対
応
部
隊
司
令

部
な
ど
と
の
間
で
情
報
を
交
換
す
る
だ
け
で
な
く
、
展
開
部
隊
の
統
合
作
戦
状

況
図
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
）
20
（
た
。
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ま
た
、
九
八
年
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
、
英
国
の
装
備
品
計
画
に
あ
る
主
要
な
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
統
合
戦
闘
空
間
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｊ
Ｂ
Ｄ
）
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取

り
あ
げ
た
。
そ
れ
は
、
兵
器
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
セ
ン
サ
ー
、
お
よ
び
指
揮
・

統
制
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
情
報
シ
ス
テ
ム
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
作
戦

上
の
効
果
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
事
業
で
あ
っ
）
21
（
た
。

国
防
省
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
、
多
く
の
多
様
な
情
報
シ
ス
テ
ム
を
単
一
の
イ

ン
フ
ラ
に
よ
っ
て
取
り
替
え
る
計
画
を
策
定
し
始
め
た
。
計
画
の
間
、
ロ
ン
ド

ン
に
あ
る
省
の
本
館
が
改
装
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
〇
三
年
に
一
時
的
な
シ
ス

テ
ム
と
し
て
国
防
情
報
基
盤
（
収
束
）
を
導
入
し
た
。
そ
の
後
、
戦
力
構
成
と

組
織
の
改
革
に
焦
点
を
当
て
た
、
国
防
白
書
の
追
加
報
告
書
『
将
来
の
能
力
』

（
〇
四
年
七
月
）
は
、
国
防
省
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
単
一
の
情
報
基
盤
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
る
国
防
情
報
基
盤
（
Ｄ
Ｉ
Ｉ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
あ
げ
）
22
（
た
。

〇
五
年
三
月
に
は
、
本
格
的
な
Ｄ
Ｉ
Ｉ
の
設
置
と
管
理
の
た
め
の
、
そ
の
後
十

年
間
に
わ
た
る
事
業
を
開
始
し
た
。
完
成
す
る
と
、
お
よ
そ
三
百
程
度
の
旧
型

シ
ス
テ
ム
に
取
っ
て
代
わ
り
、
艦
船
や
展
開
中
の
作
戦
を
含
む
二
千
以
上
の
場

所
を
リ
ン
ク
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。
な
お
、
Ｄ
Ｉ
Ｉ
が
土
台
と
な
る
事
業

の
一
つ
に
、
〇
八
年
九
月
ま
で
に
運
用
開
始
予
定
の
「
統
合
指
揮
管
制
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｃ
２
Ｓ
Ｐ
）」
が
あ
っ
）
23
（
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
陸
軍
の
Ｊ
Ｏ

Ｃ
Ｓ
お
よ
び
海
軍
と
空
軍
の
類
似
の
シ
ス
テ
ム
を
統
合
す
る
も
の
で
あ
）
24
（
る
。
な

お
、
英
国
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｉ
の
導
入
以
前
か
ら
共
通
運
用
環
境
（
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）
を
整
備

し
て
い
）
25
（
る
。

(3)
　
日
本
に
お
け
る
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

日
本
の
防
衛
庁
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
「
防
衛
庁
・
自
衛
隊
に
お
け
る

情
報
通
信
技
術
革
命
へ
の
対
応
に
係
る
総
合
的
施
策
の
推
進
要
綱
」（
Ｉ
Ｔ
要

綱
）
を
公
表
し
）
26
（
た
。
Ｉ
Ｔ
要
綱
は
、
中
核
と
な
る
三
つ
の
施
策
と
し
て
、
高
度
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、
情
報
・
指
揮
通
信
機
能
の
強
化
、
お
よ
び
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
を
挙
げ
た
。
高
度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
全
自
衛
隊
共
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
防
衛
情
報
通
信
基
盤
（
Ｄ

Ｉ
Ｉ
）
の
構
築
や
、
基
盤
的
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
群
で
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ

ス
テ
ム
共
通
運
用
基
盤
（
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）
な
ど
の
事
業
の
推
進
が
記
載
さ
れ
た
。
ま

た
、
情
報
・
指
揮
通
信
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
各

種
指
揮
シ
ス
テ
ム
と
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
し
て
デ
ー
タ
の
集
約
処
理
を
行
う
中
央

指
揮
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
の
整
備
が
、
各
自
衛
隊
の
シ
ス
テ
ム
や
後
方
支
援

シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
と
も
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
な
お
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
整
備
は
、
防

衛
庁
本
庁
庁
舎
の
移
転
に
合
わ
せ
て
、
九
六
年
度
に
整
備
が
着
手
さ
れ
て
い
）
27
（
た
。

防
衛
白
書
が
「
情
報
通
信
技
術
革
命
へ
の
対
応
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い

た
の
は
、
〇
一
年
版
か
ら
〇
九
年
版
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
期
間
を
二
つ
に
分
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
第
一
段

階
は
、
〇
一
年
度
か
ら
〇
四
年
度
で
あ
）
28
（
る
。
Ｄ
Ｉ
Ｉ
は
、
〇
一
年
度
に
構
築
が

着
手
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
オ
ー
プ
ン
系
の
運
用
は
〇
三
年

度
末
に
、
原
則
と
し
て
外
部
に
は
接
続
し
な
い
ク
ロ
ー
ズ
系
の
運
用
は
〇
四
年

度
末
に
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
は
、
〇
二
年
度
に
設
計
・
構
築
が
開
始

さ
れ
、
〇
四
年
度
末
に
活
用
さ
れ
始
め
た
。
そ
し
て
、
中
央
指
揮
シ
ス
テ
ム
の

整
備
は
、
〇
三
年
度
末
に
完
了
し
た
。

〇
五
年
度
か
ら
〇
八
年
度
に
か
け
て
の
第
二
段
階
で
は
、
よ
り
高
度
な
情
報

通
信
態
勢
の
構
築
が
目
指
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
さ
ら
な
る
整
備
、
衛
星
通
信



73 軍事技術の同盟国への拡散

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
、
海
上
保
安
庁

と
の
デ
ー
タ
通
信
能
力
の
整
備
、
お
よ
び

中
央
指
揮
シ
ス
テ
ム
の
換
装
な
ど
の
事
業

が
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
Ｄ
Ｉ
Ｉ
に
つ
い

て
、
〇
五
年
度
末
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い

た
「
加
入
シ
ス
テ
ム
数
及
び
接
続
拠
点
数

は
、
オ
ー
プ
ン
計
で
六
六
シ
ス
テ
ム
、

三
四
九
拠
点
、
ク
ロ
ー
ズ
系
で
二
八
シ
ス

テ
ム
、
二
八
〇
拠
点
で
あ
り
、
オ
ー
プ
ン

系
に
加
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
艦
船
等

の
移
動
体
は
七
一
四
端
末
」
で
あ
っ
）
29
（
た
。

　
　
　
二
　
模
倣
の
分
析
枠
組
み

前
節
で
は
、
米
国
、
英
国
、
お
よ
び
日

本
の
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
状
況
を

み
て
き
た
。
各
国
の
主
な
諸
事
業
を
ま
と

め
る
と
、
表
１
の
と
お
り
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
事
業
の
整
備
は
、
い
つ
も
米
国
が
先

行
し
、
そ
の
後
、
英
国
と
日
本
が
少
し
遅

れ
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
国
の

シ
ス
テ
ム
が
他
の
二
カ
国
に
拡
散
し
て
き

た
と
言
え
る
。
こ
こ
で
拡
散
と
は
、「
あ

る
政
策
上
の
革
新
の
連
続
的
な
採
用
の
パ

タ
ー
）
30
（
ン
」
を
い
う
。

本
稿
が
焦
点
を
当
て
て
い
る
模
倣
（em

u
lation

）
は
、
拡
散
と
は
似
て
い

る
が
異
な
る
概
念
で
あ
る
。
拡
散
は
、
諸
国
家
に
よ
る
革
新
の
連
続
的
な
採
用

と
い
う
結
果
を
記
述
す
る
概
念
で
あ
る
。
他
方
で
、
模
倣
は
、
拡
散
の
結
果
に

い
た
る
過
程
の
一
つ
で
あ
）
31
（
る
。
ベ
ネ
ッ
ト
（C

olin
 B

en
n

ett

）
は
、
模
倣
の

過
程
を
確
認
す
る
た
め
の
三
つ
の
条
件
を
提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
模

範
と
な
る
革
新
的
な
国
家
の
存
在
、
②
そ
の
模
範
国
の
政
策
を
認
識
し
利
用
し

て
き
た
証
拠
、
お
よ
び
③
政
策
の
目
標
、
内
容
、
あ
る
い
は
手
段
の
類
似
性
で

あ
）
32
（
る
。
ベ
ネ
ッ
ト
の
別
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
手
本
と
な
る
国
の
行
為
を
模
倣
す

る
こ
と
と
は
、
独
創
性
を
欠
い
た
忠
実
な
再
現
・
真
似
（im

itation

）
で
は
な

く
、
手
本
と
し
て
他
国
の
政
策
を
分
析
し
て
自
国
の
状
況
に
合
わ
せ
て
改
良
し

よ
う
と
い
う
工
夫
を
伴
う
適
応
（adaptation

）
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、

手
本
と
な
る
国
の
模
倣
は
政
策
課
題
の
設
定
後
に
も
っ
と
も
起
こ
り
や
す
い
と

い
）
33
（
う
。

以
上
の
分
析
枠
組
み
を
踏
ま
え
て
、
次
の
第
三
節
で
は
、
模
範
国
と
し
て
の

米
国
、
英
国
と
日
本
に
よ
る
米
軍
シ
ス
テ
ム
の
認
識
と
利
用
、
統
合
情
報
シ
ス

テ
ム
の
類
似
性
、
お
よ
び
米
軍
シ
ス
テ
ム
の
適
応
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三
　
米
軍
シ
ス
テ
ム
の
英
国
と
日
本
に
よ
る
模
倣

(1)
　
模
範
国
と
し
て
の
米
国

九
一
年
の
湾
岸
戦
争
で
の
、
イ
ラ
ク
軍
に
対
す
る
多
国
籍
軍
（
米
軍
）
の
圧

倒
的
な
勝
利
に
お
い
て
、
精
密
誘
導
技
術
と
情
報
技
術
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。
と
く
に
後
者
に
基
づ
く
Ｃ
３
Ｉ
（
指
揮
・
統
制
・
通
信
・
イ
ン
テ
リ

表 1　統合情報システムの諸事業の整備開始年

米国 英国 日本

国防情報基盤（DII） 1992年 2005年 2001年度

共通運用環境（COE） 1990年代以前 1990年代以前 2002年度

統合 C2システム 1994年 1995年 1996年度

C2：指揮統制（command and control）
出典：筆者作成
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ジ
ェ
ン
ス
）
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
湾
岸
戦
争
で
初
め
て
本
格
的
に
運
用
さ

れ
た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
偵
察
衛
星
や
衛
星
位
置
測
定
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）、
そ
し
て
、
空
中
警
戒
管
制
機
（
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
や
実
験
段
階

の
統
合
地
上
攻
撃
目
標
監
視
レ
ー
ダ
ー
機
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
と
い
っ
た
レ
ー

ダ
ー
偵
察
機
が
初
め
て
実
戦
投
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
Ｃ
３
Ｉ
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
空
域
と
地
上
の
地
形
の
包
括
的
な
状
況
図
が
指
揮
官
に
提
供
さ
れ
た
の
も

か
つ
て
な
い
こ
と
で
あ
っ
）
34
（
た
。

し
か
し
、
湾
岸
戦
争
は
、
軍
事
技
術
革
命
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
大
き
な

課
題
も
浮
き
彫
り
に
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
陸
軍
、
海
軍
、
空
軍
、
お
よ
び
海
兵

隊
の
四
軍
種
間
に
お
け
る
通
信
能
力
の
低
さ
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
八
六
年
の

ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
＝
ニ
コ
ル
ズ
国
防
総
省
再
編
法
に
よ
り
、
統
合
軍
の
総

司
令
官
に
よ
る
作
戦
指
揮
の
権
能
は
、
こ
の
戦
争
の
と
き
に
は
す
で
に
強
化
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
、
地
中
海
と
大
西
洋
の
東
半
分
を
担
当
範
囲
と
す

る
第
六
艦
隊
の
司
令
官
で
あ
っ
た
オ
ー
エ
ン
ス
（B

ill O
w

en
s

）
に
よ
れ
ば
、

統
合
軍
事
作
戦
と
は
名
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
軍
種
間
の
縄
張
り
の
よ
う
な
も
の

が
存
在
し
て
い
た
背
景
に
は
、
伝
統
や
ラ
イ
バ
ル
関
係
だ
け
で
な
く
、
技
術
上

の
制
約
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
リ
ヤ
ド
の
中
央
軍
司
令
部
で
作
成
さ
れ
た
航
空

任
務
指
令
は
、
紅
海
や
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
い
る
空
母
に
電
子
送
信
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
紙
に
印
刷
し
て
空
輸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
空
軍
と
海

軍
の
シ
ス
テ
ム
間
に
互
換
性
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
）
35
（
る
。

湾
岸
戦
争
か
ら
学
ん
だ
教
訓
や
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
技
術
な
ど
に
基
づ

き
、「
戦
士
の
た
め
の
Ｃ
４
Ｉ
」
と
い
う
構
想
（con

cept

）
が
統
合
参
謀
本
部

Ｊ
６
（
Ｃ
４
シ
ス
テ
ム
部
）
に
よ
っ
て
九
二
年
六
月
に
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ

ろ
、
冷
戦
後
に
お
け
る
軍
隊
の
規
模
縮
小
や
軍
事
予
算
の
減
少
に
よ
り
、
軍
種

間
や
多
国
間
の
相
互
運
用
性
を
高
め
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

た
。
こ
の
構
想
は
、
シ
ー
ム
レ
ス
で
保
護
さ
れ
た
連
接
性
お
よ
び
相
互
運
用
性

を
確
保
し
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｃ
４
Ｉ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
す
も
の

で
あ
っ
た
。
先
述
の
グ
ロ
ー
バ
ル
指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
は
、
本

構
想
を
具
現
化
す
る
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
中
期
段
階
に
お
い
て
重
点
的
に
整
備

さ
れ
）
36
（
た
。

米
軍
の
統
合
参
謀
本
部
議
長
は
、『
統
合
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
一
〇
』
に
お
い
て
、

技
術
革
命
を
活
用
し
て
米
軍
を
近
未
来
の
戦
略
的
課
題
に
適
合
し
た
統
合
軍
に

変
え
て
い
く
方
針
を
九
六
年
七
月
に
公
表
し
）
37
（
た
。
こ
の
将
来
の
戦
闘
構
想
で

は
、
昔
ほ
ど
に
は
物
理
的
に
大
規
模
な
軍
隊
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
技
術
革

新
と
情
報
優
越
の
達
成
に
よ
り
、
分
散
し
た
部
隊
の
戦
闘
力
を
決
定
的
な
時
と

場
所
に
集
中
さ
せ
る
効
果
を
期
待
で
き
る
と
し
た
。
ち
な
み
に
情
報
優
越
と

は
、「
途
切
れ
な
く
流
れ
る
情
報
を
収
集
・
加
工
・
普
及
し
つ
つ
他
方
で
同
じ

こ
と
を
す
る
敵
の
能
力
を
搾
取
ま
た
は
否
定
す
る
能
力
」
の
こ
と
で
あ
）
38
（
る
。
情

報
優
越
に
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
、
関
連
情
報
、
お
よ
び
情
報
作
戦
と
い
う
三
つ

の
構
成
要
素
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
）
39
（
た
。
統
合
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
情
報
シ
ス
テ

ム
技
術
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
情
報
優
越
を
、
新
し
い
ド
ク
ト
リ
ン
や
作
戦
構

想
の
基
礎
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
、
国
防
情
報
基
盤
（
Ｄ
Ｉ
Ｉ
）
な
ど

の
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
情
報
優
越
と
い
う
中
間
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
一
つ

の
手
段
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｉ
Ｉ
後
継
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
も
、
情
報
共
有
の
向
上
に
よ
り
統
合
ビ

ジ
ョ
ン
や
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
心
の
戦
い
」（
Ｎ
Ｃ
Ｗ
）
を
可
能
と
す
る
も
の
で
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あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
作
戦
構
想
に
は
、
そ
の
「
初
期
費
用
」
と
も
い
え

る
情
報
基
盤
、
す
な
わ
ち
通
信
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
諸
能
力
を
統
合
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
必
要
な
の
で
あ
っ
）
40
（
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
出
さ
れ
た
『
統
合
ビ
ジ
ョ

ン
二
〇
二
〇
』
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
心
の
環
境
を
提
供
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
）
41
（
る
。

(2)
　
米
軍
シ
ス
テ
ム
の
認
識
と
利
用

米
国
は
、
九
二
年
の
「
戦
士
の
た
め
の
Ｃ
４
Ｉ
」
構
想
や
統
合
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
も
、
軍
種
間
の
統
合
作
戦
の
み
な
ら
ず
、
他
国
と
の
共
同
作
戦
も
支

援
で
き
る
よ
う
な
、
相
互
運
用
性
の
高
い
情
報
シ
ス
テ
ム
能
力
を
重
視
し
て

い
）
42
（
た
。
九
六
年
に
は
、
同
盟
国
間
で
の
情
報
交
換
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
の
後
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
五
カ
国

（
米
英
加
豪
Ｎ
Ｚ
）
は
、
情
報
技
術
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
へ
の
調
和
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
発
展
さ
せ
）
43
（
た
。
英
国
は
、
米
国
と
の
同
盟
関
係
に
お
い
て
、
米
国
の
統
合

情
報
シ
ス
テ
ム
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

英
国
の
方
も
、
米
軍
と
の
相
互
運
用
性
の
確
保
を
重
視
し
て
い
た
。
九
八
年

の
『
戦
略
防
衛
見
直
し
（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）』
に
お
い
て
、
多
国
間
の
作
戦
に
お
い
て
英

国
が
効
果
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
指
揮
統
制
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
重
要

性
を
強
調
し
て
い
）
44
（
た
。
そ
し
て
、
統
合
指
揮
シ
ス
テ
ム
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｊ

Ｃ
Ｓ
Ｉ
）
や
統
合
戦
闘
空
間
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｊ
Ｂ
Ｄ
）
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
お
い

て
、
同
盟
国
や
友
好
国
と
の
共
同
作
戦
に
お
け
る
相
互
運
用
性
を
重
視
し
て

い
）
45
（
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
付
属
文
書
「
技
術
の
影
響
」
に
は
、
数
多
く
の
米
国
へ
の

言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
米
国
で
の
軍
事
革
命
（
Ｒ
Ｍ
Ａ
）
論
に
つ
い
て
言
及

し
な
が
ら
、
長
距
離
精
密
誘
導
兵
器
を
先
進
的
な
セ
ン
サ
ー
と
デ
ー
タ
処
理
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
軍
事
能
力
の
多
大
な
る
向
上
が

期
待
で
き
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
技
術
分
野
に
お
け
る
米

国
の
主
導
性
や
、
米
軍
と
の
共
同
作
戦
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
触
れ
て
、
場
合

に
よ
っ
て
は
米
国
の
技
術
を
使
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｂ

Ｄ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
多
国
間
作
戦
に
と
っ
て
重
大
な
通

信
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
互
換
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
米
国
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
他

の
同
盟
国
に
よ
る
同
じ
分
野
の
事
業
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
）
46
（
る
。

他
方
で
、
日
本
も
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
要
綱
の
中
で
、
米
軍
シ
ス
テ
ム
を
認
識
し
利

用
す
る
意
図
を
表
明
し
て
い
る
。
情
報
・
指
揮
通
信
機
能
に
関
連
す
る
諸
事
業

に
お
い
て
米
軍
と
の
相
互
運
用
性
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま

た
、
Ｉ
Ｔ
要
綱
は
、
情
報
通
信
技
術
に
関
す
る
米
国
国
防
当
局
と
の
交
流
を
推

進
す
る
と
の
方
向
性
も
示
し
た
。
日
米
交
流
を
通
じ
て
、
こ
の
分
野
の
最
先
進

国
で
あ
る
「
米
国
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
導
入
の
組
織
的
経
験
及
び
導
入
手

法
を
参
考
と
す
る
と
と
も
に
、
相
互
運
用
性
の
向
上
に
向
け
た
検
討
を
行
う
」

と
し
た
。

交
流
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
の
日
米
防
衛
首

脳
会
談
で
の
合
意
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
、
日
米
防
衛
当
局
間
の
「
日
米
Ｉ
Ｔ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
あ
る
。
そ
の
第
一
回
会
合
は
、
翌
年
二
月
に
開
催
さ
れ
、「
両

国
の
Ｉ
Ｔ
事
業
の
現
況
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
今
後
の
協
力

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
」
と
い
）
47
（
う
。
当
時
、
防
衛
庁
の
武
藤
義
哉
Ｉ
Ｔ

検
討
グ
ル
ー
プ
長
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
「
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ

と
は
非
常
に
多
い
」
と
し
て
米
国
と
の
交
流
を
強
調
し
て
い
）
48
（
る
。
ま
た
、
防
衛
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庁
・
自
衛
隊
は
、
〇
一
年
度
に
米
国
版
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
調
査
を
行
っ
て
い
）
49
（
る
。

(3)
　
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
類
似
性

英
国
は
、
米
国
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
心
の
戦
い
」（
Ｎ
Ｃ
Ｗ: N

etw
ork 

C
en

tric W
arfare

）
構
想
を
参
考
に
し
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
可
能
に
す
る

能
力
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ: N

etw
ork E

n
abled C

apability

）」
構
想
を
打
ち
出
し
た
。

〇
三
年
の
国
防
白
書
で
は
、
防
衛
装
備
品
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
核
に
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ

の
発
展
が
あ
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
中
核
に
は
効
果
的
な
Ｃ
４
Ｉ
Ｓ
Ｒ
が
あ
る
と
の
認

識
が
示
さ
れ
）
50
（
た
。
国
防
省
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
〇
五
年
）
に
よ
れ
ば
、

〇
七
年
か
ら
一
二
年
に
か
け
て
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
関
連
す
る
い
く
つ
も
の
装
備
品
の
事

業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
国
防
情
報
基
盤
（
Ｄ

Ｉ
Ｉ
）
や
統
合
Ｃ
２
支
援
戦
略
（
Ｊ
Ｃ
２
Ｓ
Ｓ
）、
そ
し
て
統
合
作
戦
画
像
（
Ｊ

Ｏ
Ｐ
）
が
含
ま
れ
て
い
）
51
（
た
。

ま
た
、
米
国
と
同
様
、
英
国
も
ま
た
情
報
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
情
報
優
越
を

追
求
し
た
。
な
お
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
に
よ

り
情
報
優
越
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
）
52
（
る
。
な
お
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
構
想
の
開

発
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
フ
ル
ト
ン
（R

ob F
u

lton

）
の
肩
書
は
、「
国

防
省
能
力
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
情
報
優
越
）」
で
あ
っ
）
53
（
た
。

他
方
で
、
日
本
の
Ｉ
Ｔ
要
綱
に
繰
り
返
し
現
れ
る
表
現
と
し
て
、
情
報
通
信

技
術
革
命
を
除
け
ば
、
次
の
三
つ
が
注
目
さ
れ
る
。
一
つ
目
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
よ
り
可
能
と
な
る
「
情
報
（
の
）
共
有
」
で
あ
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、

二
つ
目
は
、「
情
報
優
越
（
情
報
の
認
知
、
収
集
、
処
理
、
伝
達
を
迅
速
か
つ
的

確
に
行
う
こ
と
に
つ
い
て
相
手
方
に
優
る
こ
と
）」
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
要
綱
の
副

題
は
「
情
報
優
越
の
た
め
の
基
盤
構
築
を
目
指
し
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
三
つ
目
が
「
防
衛
力
を
統
合
的
か
つ
有
機
的
に
運
用
」
で
あ
る
。
陸
海
空

の
三
軍
種
の
垣
根
を
超
え
た
統
合
運
用
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
要
綱
に
繰

り
返
し
出
て
く
る
情
報
共
有
、
情
報
優
越
、
お
よ
び
統
合
運
用
の
構
想
が
米
国

の
構
想
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
Ｉ
Ｔ
要
綱
が
出
さ
れ
た
三
カ
月
前
に
公
表
し
た
冊
子
「
情
報
Ｒ
Ｍ
Ａ

に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
防
衛
庁
防
衛
局
防
衛
政
策
課
の
研
究
室
は
、『
統
合
ビ

ジ
ョ
ン
二
〇
一
〇
』
と
『
統
合
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
二
〇
』
か
ら
米
国
の
Ｒ
Ｍ
Ａ
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
抽
出
し
た
う
え
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
Ｒ
Ｍ
Ａ
の

概
念
規
定
を
行
っ
て
い
）
54
（
る
。

こ
こ
で
、
手
本
と
な
る
国
の
模
倣
は
政
策
課
題
の
設
定
後
に
も
っ
と
も
起
こ

り
や
す
い
と
の
ベ
ネ
ッ
ト
の
指
摘
が
想
起
さ
れ
）
55
（
る
。
英
国
と
日
本
で
米
軍
シ
ス

テ
ム
の
模
倣
が
同
時
期
に
進
ん
だ
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
技
術
革
新
と
い

う
共
通
の
要
因
も
背
景
に
あ
っ
た
。
Ｇ
８
主
要
国
首
脳
会
議
で
は
、
九
四
年
の

ナ
ポ
リ
・
サ
ミ
ッ
ト
が
世
界
情
報
通
信
基
盤
（
Ｇ
Ｉ
Ｉ
）
の
構
築
を
取
り
あ
げ

て
以
来
、
毎
年
、
情
報
通
信
分
野
が
主
要
議
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
）
56
（
た
。

二
〇
〇
〇
年
七
月
の
沖
縄
・
九
州
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
社

会
に
関
す
る
沖
縄
憲
章
」（
Ｉ
Ｔ
憲
章
）
が
採
択
さ
れ
）
57
（
た
。
日
本
政
府
は
、
同
月

の
閣
議
決
定
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｔ
）
戦
略
本
部
を
設
置
し
て
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
産
業
・
社
会
構
造
の
変
革
、
い
わ

ゆ
る
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
）
58
（
た
。
同
様
に
、
英
国
政
府
も
同
年

九
月
に
「
Ｕ
Ｋ
オ
ン
ラ
イ
ン
」
構
想
を
発
表
し
て
い
）
59
（
る
。
情
報
社
会
の
推
進
と

い
う
政
治
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
英
国
や
日
本
に
よ
る
米
軍
の
統
合
情
報
シ

ス
テ
ム
の
模
倣
を
後
押
し
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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(4)
　
米
軍
シ
ス
テ
ム
の
適
応

ま
ず
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
言
及
し
た
軍
隊
の
規
模
や
国
防
予
算
の
額
か
ら
し

て
も
、
英
国
や
日
本
が
米
国
の
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
ま
ま
真
似
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
米
国
の
国
防
総
省
に
よ
れ
ば
、
〇
六
年
時
点
に
お

い
て
一
一
年
度
ま
で
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
基
盤
の
費
用
見
積
は
お
よ
そ
三
四
〇
億
ド
ル
で

あ
っ
）
60
（
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
英
国
の
国
防
省
に
よ
る
Ｄ
Ｉ
Ｉ
の
当
初
の
費
用
見

積
は
四
九
億
ポ
ン
ド
で
あ
っ
）
61
（
た
。
防
衛
白
書
の
資
料
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
年

度
ご
と
の
主
要
事
業
の
経
費
に
よ
る
と
、
〇
一
年
度
か
ら
〇
八
年
度
ま
で
の
期

間
に
お
け
る
、
Ｄ
Ｉ
Ｉ
を
含
む
情
報
通
信
態
勢
の
構
築
に
向
け
た
契
約
ベ
ー
ス

の
予
算
額
は
、
千
三
百
億
円
か
ら
二
千
二
百
億
円
の
間
で
推
移
し
て
い
）
62
（
る
。

ま
た
、
同
盟
国
と
は
言
っ
て
も
、
各
国
は
独
自
の
国
防
戦
略
に
適
合
化
す
る

よ
う
に
米
国
の
政
策
や
米
軍
の
シ
ス
テ
ム
を
参
考
に
す
る
は
ず
で
あ
）
63
（
る
。
英
国

は
、
先
述
の
と
お
り
、
米
国
の
Ｎ
Ｃ
Ｗ
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
こ
と
は
せ
ず
に

Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
い
う
独
自
の
構
想
を
作
り
上
げ
た
。
ま
た
、
情
報
優
越
の
意
味
も
若

干
、
米
英
の
間
で
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
英
国
の
理
解
で
は
、「
情
報
優
越
と

は
、
情
報
の
量
や
質
の
差
で
は
な
く
、
単
に
タ
イ
ム
リ
ー
で
質
の
高
い
決
定
を

可
能
と
す
る
状
況
に
お
い
て
十
分
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
状
態
の
こ
と
で
あ

る
」
と
い
）
64
（
う
。
日
本
の
Ｉ
Ｔ
要
綱
も
「
専
守
防
衛
と
い
う
防
衛
戦
略
に
適
し
た

形
で
情
報
通
信
技
術
革
命
の
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
」
と
明
記
し
て

い
）
65
（
る
。

し
た
が
っ
て
、
名
称
や
機
能
が
似
て
い
る
各
国
の
軍
事
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、

中
身
ま
で
同
じ
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
米
軍
の
Ｇ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
相
当

す
る
英
軍
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
は
、
統
合
作
戦
用
と
は
言
っ
て
も
陸
軍
の
シ
ス
テ
ム
で

あ
っ
）
66
（
た
。
ま
た
、
防
衛
庁
版
Ｃ
Ｏ
Ｅ
は
、
陸
上
自
衛
隊
が
「
情
報
の
共
有
化
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的
な
開
発
」
を
目
指
し
て
考
案
し
た
「
Ａ
Ｐ

二
〇
〇
〇
」
を
ベ
ー
ス
に
構
築
さ
れ
）
67
（
た
。
そ
の
結
果
、
米
国
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
が
「
各

個
別
シ
ス
テ
ム
独
自
の
企
画
・
仕
様
は
そ
の
ま
ま
に
し
、
シ
ス
テ
ム
の
接
続
の

組
み
合
わ
せ
ご
と
に
、
連
接
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
提
供
す
る
」
の
に
対

し
て
、
日
本
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
は
「
各
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な
仕
様
を
統
一
し
、
共
通

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
部
品
を
で
き
る
だ
け
多
く
用
意
す
る
」
独
自
技
術
型
の
も
の

と
な
っ
）
68
（
た
。

米
国
の
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
ま
ま
真
似
さ
れ
な
い
の
に
は
、
も
う
一

つ
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
技
術
の
多
く
が
、
民
生

品
利
用
（
Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
：com

m
ercial off th

e sh
elf

）
で
あ
る
か
ら
で
あ
）
69
（
る
。

英
国
の
国
防
省
は
、
〇
五
年
三
月
に
、
そ
の
後
十
年
間
に
わ
た
る
Ｄ
Ｉ
Ｉ
事
業

に
つ
い
て
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｓ
企
業
連
合
と
の
契
約
を
結
ん
）
70
（
だ
。
な
お
、
こ
の
企
業
連

合
に
は
、
英
国
の
富
士
通
サ
ー
ビ
ス
が
参
加
し
て
い
た
。
日
本
の
富
士
通
の
完

全
な
子
会
社
で
あ
る
富
士
通
サ
ー
ビ
ス
）
71
（
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
重
要
な
要
素
で
あ
る

「
統
合
指
揮
管
制
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｃ
２
Ｓ
Ｐ
）」
の
統
合
作
戦
画
像
の
供

給
も
し
て
い
る
。
こ
の
企
業
は
、
米
豪
Ｎ
Ｚ
の
国
防
省
に
も
情
報
技
術
シ
ス
テ

ム
を
納
入
し
て
お
り
、
同
盟
諸
国
間
で
の
情
報
の
安
全
な
交
換
を
支
援
し
て

い
）
72
（
る
。
ま
た
、
日
本
の
Ｄ
Ｉ
Ｉ
と
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
開
発
や
運
用
サ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て

指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
構
築
を
手
掛
け
た
の
は
、
富
士
通
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
あ
っ
）
73
（
た
。
要
す
る
に
、
英
国
や
日
本
が
米

国
か
ら
学
ん
で
き
た
の
は
、
技
術
そ
の
も
の
よ
り
は
民
生
技
術
の
軍
事
シ
ス
テ

ム
へ
の
応
用
や
組
織
的
な
運
用
の
方
な
の
で
あ
る
。
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お 

わ 

り 

に

本
稿
は
、
米
軍
の
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
英
国
と
日
本
へ
の
拡
散
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
レ
ゼ
ン
デ
・
サ
ン
ト
ス
の
主
張
を
再
検
討
し
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
次
の
二
点
を
主
張
し
た
い
。
一
つ
目
は
、
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
に
お

け
る
脅
威
の
レ
ベ
ル
が
異
な
る
地
域
で
も
、
同
じ
よ
う
な
時
期
・
速
度
・
規
模

の
軍
事
的
模
倣
は
起
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
他
国
の
模

倣
は
、
単
な
る
自
国
の
軍
備
増
強
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
相
互
運
用
性
の
確
保

に
よ
る
同
盟
強
化
の
た
め
に
も
起
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
の
研
究
が
異
な
る
結
論
に
至
っ
た
の
は
、
分
析
対
象
が
異
な
っ
て
い

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
レ
ゼ
ン
デ
・
サ
ン
ト
ス
は
、
一
八
七
〇
年
か
ら

一
九
三
〇
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
南
米
三
カ
国
（
チ
リ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・

ブ
ラ
ジ
ル
）
の
比
較
事
例
研
究
を
行
っ
た
。
当
時
は
、
同
盟
国
間
に
お
け
る
相

互
運
用
性
の
問
題
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
革

命
が
到
来
す
る
以
前
の
南
米
三
カ
国
の
事
例
か
ら
、
現
代
に
も
通
用
す
る
一
般

化
を
行
う
に
は
限
界
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
同
様
に
、
現
代
の
統
合
情
報
シ
ス

テ
ム
の
事
例
か
ら
過
度
の
一
般
化
を
す
る
こ
と
に
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
例
え
ば
、
関
連
す
る
戦
略
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
有
無
に

つ
い
て
は
、
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
軍
事
技
術
革
命
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
技
術
を
軍
事
シ
ス

テ
ム
に
適
用
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
革
新
的
な
作
戦
構
想
や
組
織
的
適

応
と
組
み
合
わ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
74
（
い
。
米
国
で
は
、
九
〇
年
代
に
、
革
命

の
技
術
的
要
素
を
相
対
化
す
る
意
味
で
、
軍
事
技
術
革
命
は
、「
軍
事
革
命
（
Ｒ

Ｍ
Ａ
）」
と
い
う
用
語
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
ま
た
、
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム

は
、「
戦
士
の
た
め
の
Ｃ
４
Ｉ
」、
統
合
ビ
ジ
ョ
ン
、
お
よ
び
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

中
心
の
戦
い
」
な
ど
の
構
想
と
と
も
に
整
備
さ
れ
て
き
た
。
英
国
で
も
、「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
可
能
に
す
る
能
力
」
と
い
う
類
似
の
構
想
の
も
と
で
統
合
情
報
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。
他
方
で
、
日
本
の
場
合
、
少
な
く
と
も
防
衛
白
書

な
ど
の
公
開
情
報
か
ら
は
、
軍
事
シ
ス
テ
ム
と
作
戦
構
想
の
関
連
性
が
明
確
に

は
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
三
年
末
に
決
定
さ
れ
た
「
防
衛
計

画
の
大
綱
」
が
「
統
合
機
動
防
衛
力
」
構
想
と
関
連
づ
け
て
指
揮
統
制
・
情
報

通
信
能
力
の
強
化
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
）
75
（
る
。

本
稿
で
は
、
英
国
と
日
本
の
軍
事
シ
ス
テ
ム
や
政
策
の
類
似
性
に
着
目
し
て

き
た
。
し
か
し
、
同
じ
米
軍
の
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
を
模
倣
す
る
に
し
て
も
、

両
国
に
よ
る
模
倣
の
内
容
に
は
上
記
の
と
お
り
違
い
も
存
在
す
る
。
米
国
と
最

も
緊
密
な
同
盟
国
で
あ
る
英
国
と
の
違
い
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
日

米
同
盟
へ
の
示
唆
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら

の
違
い
を
説
明
す
る
に
は
、
国
内
要
因
を
よ
り
詳
細
に
調
べ
る
必
要
が
あ
）
76
（
る
。

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
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